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「パラライシス-ツ!」
いちかばちか、ぼくはパラライシスをかけてみた。作戦成功!
悪魔のディープキスは、ぶるぶると体を震わせたまま、身動きとれずに硬直している。
「やだあ、しびれちゃう-」
すかさずバットを繰り出す。1回、接近しすぎて腕をガブリと〓まれたけれど(HPマイ
ナス2)、パラライシスのおかげで大した苦労もなく、ぼくは敵をうち倒した。すると-。
倒れている悪魔のディープキスの体が突然かき消え、代わりに、金色に光るきれいなペン
ダントが、空から降ってきた。中心に、星の絵が彫られたペンダント。星のペンダントだ!
「やったあ!」ぼくは星のペンダントをしまうと、今来た道をもどりはじめた。
380へ
〓『星のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして…389〓
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「よ～し、今度こそ!」
ノツフツと煮えたぎる溶岩の池に向かって、ぼくは青い石を投げ入れた。
すると、湯気の出るほど熱かった池が、みるみるうちに冷えていった。泡立ちがなくなり、
やがて池全体が石の固まりになる。溶岩の顔も池といっしょに固まり、灰色の顔になった。

